
H２８年 ９月２９日（木） １４：３０～ 

 

H２８年度 笑寿苑 第３回 運営推進会議 

 

出席者：入居者代表、家族代表、地域代表（民生委員）、 

行政代表（雲南広域連合 介護保険課） 

施設代表（施設長、介護支援専門員、看護主任、がいな家ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 

生活相談員～司会進行及び記録者） 

 

欠席者：施設代表（まめな家ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 業務の為欠席） 

 

１．開会 

２．施設長挨拶～本日はお忙しい中、皆様にお集まり頂きましてありがとうございます。

２ヶ月に１回以上、運営推進会議を開催する事となっており、今回で

第３回目となりました。この度も入居者の方やご家族、地域の代表の

方、行政の方からご意見、ご要望を伺い、さらなるサービスの質の向

上に努めて参りたいと思います。今後ともよろしくお願い致します。 

 

３．運営推進会議 委員紹介 

 ・名簿順に自己紹介を行う（上記出席者参照） 

 

４．活動状況報告 

（１）笑寿苑利用状況 

・別紙、笑寿苑利用状況をもとに説明を行う。 

・笑寿苑入居者の平均介護度は４.０４（ユニットは３.９５）、平均年齢は８８.４歳。 

 ・出身地別では、加茂町の方は３４名（ユニットは１０名）、大東町の方は２７名（ユ

ニットは６名）、木次町の方は２名（ユニットは１名）、三刀屋町の方は４名（ユニ

ットは２名）、松江市の方は２名（ユニットは１名）となっております。 

 

（２）過去２ヶ月間のサービスの提供状況及び活動実績 

・ユニットにおける活動報告では、今月に行われた敬老祝賀会についてその時の写真

を交えながら報告を行う。敬老祝賀会では、３７名の家族で合計５３名の方の参加

がありました。敬老祝賀会は毎年恒例となっており、長寿の方へのお祝いの気持ち

を表すと共に、ご本人やご家族が一同に参加される事で、喜びを共有し施設の生活

での生き甲斐や温もりのある暮らしを提供出来ればという趣向のもと開催してお



ります。式典では、１００歳以上の方が８名、喜寿の方は２名おられ表彰させてい

ただきました。その後、アトラクションとして「ミューズエコー」御一行様をお招

きし、歌（童謡、唱歌、雲南市の歌）や踊りを鑑賞しました。歌を聴きながら想い

が溢れたのか涙される方もおられたり、また、歌の中には、ミューズエコーの皆さ

んと一緒に歌いながら手を合わせて楽しまれる曲もあり、自然に笑顔が生まれるよ

うなアトラクションでした。祝賀会では、入居者の方とご家族の方が同じテーブル

でとても和やかな雰囲気のなか会食をされ、状況などに違いはあるものの、在宅で

の頃を懐かしく感じておられたのではないかと感じました。 

  その他の行事では、七夕祭りや隣町のスーパーまでの買い物や、町内のデイサー

ビスの知人に会いに出掛けたりしました。また、女性の入居者の方は、入居前に通

っておられた美容院に出掛けるなど地域へ出掛ける機会がありました。入居者の方

にとっての外出は、楽しみの一つであり、また、元気をもらえる源でもあると感じ

ました。また、８月には入居者の方のご希望であった墓参りにも出掛ける事が出来

ました。 

（３）今後２ヶ月の活動予定。 

 ・１０月は笑寿苑の運動会があります。それ以外でも、今後も季節に応じた行事の提

供や、入居者の方のご希望などを出来る限り取り入れていきたいと考えています。 

（４）その他 

 ・入居者代表 ～「今の所は思いつきませんわ」と、とても良い笑顔で話されました。

ご家族と一緒に参加された事が何より嬉しかったのではと感じま

した。 

 ・家族代表 ～「特に希望などはないですが。良くしてもらって助かっています。 

よろしくお願いします。」 

・地域代表 ～「外出するとなると入居者の方もですが、職員さんも大変なのではと

感じました。しかし、色々な話しを聞き、外出が入居者の方の楽し

みとなっている事が伝わりました。」 

・行政代表 ～「今回で３回目という事で、毎回写真等を使って紹介されているので

分かりやすいです。」 

 ＊入居者代表及びご家族代表は、状況（入居者の体調や、ご家族の都合など）に 

より都度変更があります。 

（５）次回開催予定 

 ・平成２８年 １１月 ２４日（木） １４：３０～  場所：笑寿苑 機能訓練室 


